
テーマII 

横浜国立大学 

主体的な学びの実現を目指す ポートフォリオと学生
－ 学生によるパネル・ディスカッションを中心に －

横浜国立大学 

大学院教育強化推進センター 市村光之 

学生発表者：市川結貴・及川佳純・里井あこ・竹内達也・中嶋晃・中野基生 

１ 学修成果を可視化する取組の概要

横浜国立大学では、AP事業・テーマⅡの取組として、授業設計方法と成績評価の改善、学士力と就

業力の可視化、および学生が主体的に学びをデザインするツールとしてのeポートフォリオの再構築を

進めてきた。2018年度よりYNU学生ポートフォリオに「学生プロファイル」機能を本格導入し、半期

ごとに全学生が入力する仕組みを実現した。こ

れにより学生は、学修成果を学士力と就業力の

両面で可視化できるようになった。 
加えて本事業と連動しつつ、入口から出口ま

で、さらに卒業後を含む質保証の伴った大学教

育を実現するための仕組み作りとして、学生に

フォーカスした本学独自の「学生IR」体制の構

築を進めてきた。これにより、学生の動向を踏

まえ教職員が教育課題について議論するため

の基礎データを共有できるようになった。 
 

２ 学生の《主体的な学びのデザイン》実現の課題

学修成果を可視化する目的は、学生の能力・成果の評価ではなく、学生自身が自分の強み/弱みを自

覚し、学生生活を通じた気づきや課題を言語化することにより、主体的な学びの姿勢を醸成すること

にあり、そのツールが、本学が目指すポートフォリオである。そうした学びの主体性の獲得こそが、

社会が求める就業力の礎となり、さまざまな社会課題に立ち向かえる人材の要件と考える。 

では、新しいYNU学生ポートフォリオを、学生たちはどのように受け止めたのか。学生は毎学期の

履修登録の際、学生プロファイルの入力を済ませないと履修登録画面に進めない。このような形で学

生に入力を強制することが、主体的な学びに結びつくのか。学生にとって役立つツールにするために、

何が求められるのか。本格導入から2年目の今、入力内容の信頼度、学生への活用法の周知徹底、ポー

トフォリオの教員への開示の是非など、運用上の課題が見えてきた。これらの主要課題を学生たちの

率直な意見を交え確認し、今後の方向性を探るのが本発表の趣旨である。 

（参考文献：「主体的な学びの実現を目指す学生 と学修成果の可視化」市村光之

京都大学高等教育研究 第 号（ ） 、京都大学高等教育研究開発推進センター） 
 

３ 本発表では

本発表では、再構築したYNU学生ポートフォリオの仕組み、および活用促進に向けての主要課題と

改善の取り組みについて担当教員より紹介する。続いて、6名の学生によるパネル・ディスカッション

形式でポートフォリオを使う学生たちの本音を訊き、ポートフォリオ活用の方策を議論する。 
◼ 実際、YNU学生ポートフォリオを使ってどうだったか 

◼ そもそも、学生にとって《主体的な学び》とは 

◼ ポートフォリオを主体的な学びにつなげるには 

学生プロファイルによる学生 情報の一元収集･管理

学生プロファイル

学生 分析

ポートフォリオ＞学生プロファイル＞履修登録

◼ 就職先
◼ 連絡先

進路調査票

振り返りシート
◼ 学業で頑張ったこと
◼ 学業以外で頑張ったこと
◼ 自分について考えたこと
◼ 将来について考えたこと

学生 主体的な学びのデザイン
就職活動に活用 教職員 教育改善に活用卒業生 交流に活用

学生基本情報
◼ 連絡先
◼ 保護者

◼ 学生の連絡先
◼ 春 留学等授業外活動記録
◼ 春 学士力自己チェックシート
◼ 秋 学修･生活行動チェックシート
◼ 秋 就業力自己チェックシート
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テーマIV 

国立大学法人 小樽商科大学 

小樽商科大学のグローカル教育
－ギャップイヤー・長期学外学修プログラムの開発－

国立大学法人 小樽商科大学 

大津 晶・渡邊すず香・村上竜清 

１ はじめに：事業の概要

小樽商科大学では「北海道経済の発展に寄与する『グローカル人材』の育成」を推進するため、グロ

ーカル戦略推進センターの教学マネジメントのもと、学事暦改革や長期学外学修プログラムの拡充と

教育効果の測定・検証等を実施してきた。本事業においては、従来から本学が先進的に取り組んでき

た地域連携教育やグローバル教育における学外学修プログラムの充実をはじめとして、クォーター制

の導入による学事暦改革、1年間の入学猶予制度を基礎とした本格的なギャップイヤープログラムの構

築、新たな主専攻コース「グローカルコース」の設置及び「グローカル総合入試」の導入といった改

革を推進した。さらにこれらのプログラム参加学生を中心に教育効果の可視化・検証とプログラム改

善、学外学修科目の特徴に応じた成績評価基準による多面的な成績評価等にも取り組んだ。 
 
２ 小樽商科大学の「グローカル人材」育成

上述の「グローカル人材」を育成するためのカリキュラム構築を行った。 
・ グローカル教育科目群（全学生を対象）：グローバルブリッジプログラム／地域連携ブリッジプ

ログラム／海外事情科目（短期語学研修）等 
・ グローカルマネジメント副専攻プログラム（定員：30名／年）：専門の学科配属（メジャー）と

は別に設計された副専攻（マイナー）プログラムで、原則的に日本人学生と留学生の混成クラス

を構成し、英語による少人数教育を行う 
・ グローカルコース（定員20名／年）：本学のグローカル教育を象徴する主専攻コースで、令和2

年度より本コース独自の入試（グローカル総合入試）を行い、入学猶予制度（ギャップイヤー）

を活用した海外派遣プログラムも本コースにて本格展開させる予定 
 
３ 小樽商科大学の入学猶予制度（ギャップイヤー）

APテーマⅣは「長期学外学修プログラム（ギャップイヤー）」を掲げ、各採択校はそれぞれの教育課

程の特徴を踏まえ、教職協働を通じてカリキュラム改革と教育体制の充実に取り組んだ。その中で本

学は国立大学初となる、文字通りの本格的な「入学猶予制度」の導入を実現させた。その特徴は、 
・ 入学猶予期間を活用した、より⻑期間の多様な学外学修を経験させるプログラムの設計 
・ 大学の学びに対する動機を強化し、主体的に学修に取り組む学生を育成するための充実した支援 

 
４ ブリッジプログラムの開発運用と効果測定

本事業を通じて、長期学外学修プログラムの開発・運用を加速させ、本学のグローカル教育を充実さ

せることができた。加えて学生の教育効果を可視化して各プログラムの改善を行う体制整備を進めた。 
・ グローバルブリッジ教育プログラム：海外事情科目（アジア・オセアニア事情、ヨーロッパ事情、

アメリカ事情）、語学研修プログラム、交換留学プログラム 
・ 地域連携ブリッジ教育プログラム：社会連携実践（長期インターンシップ／サービスラーニング

／地域連携PBL） 
今後はグローカル総合入試の実施（令和2年度）、グローカルコース（主専攻）の開設（令和3年度）

を計画的に進めつつ、各プログラムの持続的な実施と不断の改善に取り組んでいくこととしている。 
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